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公
伝

　
演
題
東
照
宮
は
、
昭
和
四
十
年
が
徳
用
家
康
三

百
五
十
年
祭
に
売
る
の
を
記
念
し
て
、
中
村
孝
也

博
士
執
筆
に
か
か
る
『
徳
川
家
康
膚
守
』
を
刊
行

し
た
。
す
で
に
公
調
さ
れ
た
『
徳
川
家
光
公
伝
』

（
広
野
猛
郎
氏
執
筆
　
昭
和
一
二
六
年
刊
一
）
、
『
徳
川
士
飛
脚
ボ

公
債
』
（
辻
達
也
轟
轟
築
昭
和
三
七
年
刊
）
と
と
も

に
、
三
部
作
を
な
す
も
の
と
い
う
。

　
中
村
博
士
は
、
大
正
四
年
の
家
康
三
百
年
祭
に

も
『
策
講
堂
俵
』
を
執
筆
さ
れ
た
因
縁
が
あ
り
、

近
く
は
、
家
康
関
係
文
書
を
集
成
し
た
金
四
巻
の

大
著
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
の
著
者
で
も
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
つ
い
て
は
、
当
代
の
第

一
養
老
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
本
書
の
枯
れ

た
文
章
を
読
ん
で
い
る
と
、
そ
の
一
行
一
行
に

『
研
究
』
で
裏
打
ち
さ
れ
た
史
料
の
、
ず
し
り
と

し
た
重
み
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
宮
司
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
執
筆
者
の
諒
解
を
得

て
と
く
に
力
点
を
お
い
た
と
こ
ろ
は
、
　
「
ω
家
康

公
の
全
生
涯
を
総
観
す
る
」
、
「
②
近
世
社
会
の
薪

秩
序
を
組
織
し
た
公
の
偉
業
、
殊
に
文
化
面
に
於

け
る
功
績
を
記
述
し
」
、
「
㈲
三
人
の
転
記
と
し
て

は
空
前
と
い
う
べ
き
詳
細
年
譜
を
作
成
し
」
、
「
ω

地
図
・
写
真
等
の
図
版
を
豊
窟
に
採
録
し
」
、
「
⑤

家
康
公
伝
の
決
定
版
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
こ

と
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
満
た
さ
れ
た
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
第
～
章
松
平
族
党
か
ら
書
き
起
し
、
第
十
八
章

遠
行
に
終
る
本
伝
は
、
少
年
時
代
、
三
河
の
統
一
、

遠
州
経
略
、
駿
甲
信
三
州
の
経
略
、
臨
海
大
名
、

関
東
大
名
、
関
原
戦
争
、
将
軍
補
職
以
前
、
将
軍

在
職
中
、
大
御
所
蒔
代
（
　
・
二
）
、
公
武
関
係
、

社
寺
統
制
、
経
済
政
策
、
外
国
関
係
、
文
教
振
興

の
諸
島
を
含
み
、
ほ
ぼ
年
代
を
追
っ
て
記
述
さ
れ

て
い
る
。
　
「
先
ず
文
書
を
主
と
し
、
記
録
を
こ
れ

に
配
漏
す
る
叙
述
の
態
度
は
堅
実
・
厳
正
で
、
わ

れ
わ
れ
若
気
の
よ
く
口
を
挿
む
と
こ
ろ
で
は
な
い

が
、
家
康
の
全
生
涯
を
こ
の
よ
う
に
包
括
的
に
、

詳
し
く
、
個
々
の
史
実
の
考
証
に
い
た
る
ま
で
を

含
め
て
述
べ
た
嶽
四
物
は
、
　
今
後
当
分
は
出
蕩
ご
り
に

も
な
い
。
東
照
宮
刊
行
の
正
伝
と
も
い
う
べ
き
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
史
実
の
解
釈
に
つ
い
て
は
異
論
の

余
地
あ
る
も
の
も
な
い
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

第
十
二
章
四
節
の
「
飢
を
好
む
勢
力
㎏
に
武
士
窄

人
群
と
天
主
教
徒
話
を
あ
げ
た
の
は
、
前
者
は
と

も
か
く
、
後
港
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
文
章
の
内

容
に
即
し
て
い
え
ば
、
　
「
反
徳
用
致
治
勢
力
」
と

す
る
の
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
が
若

干
あ
る
が
、
ホ
書
の
特
微
は
文
献
に
よ
る
史
実
の

確
定
に
あ
り
、
そ
の
価
値
を
損
う
も
の
で
は
な
い
。

　
著
者
は
、
本
書
を
「
歴
史
を
背
景
と
す
る
伝
記

た
ら
し
め
よ
う
と
し
た
」
と
い
っ
て
い
る
。
側
人

の
存
在
を
性
格
と
環
境
の
相
互
閣
筆
と
し
て
と
ら

え
る
立
場
か
ら
、
寂
…
康
の
性
格
に
お
け
る
先
天
的

要
素
と
後
天
的
要
素
を
区
別
し
、
そ
の
推
移
を
刻

々
変
化
す
る
環
境
の
中
で
解
明
し
よ
う
と
し
た
。

　
本
伝
七
一
九
頁
に
た
い
し
、
二
三
二
頁
に
お
よ

ぶ
「
徳
川
家
康
公
詳
細
年
譜
偏
が
附
さ
れ
て
い
る
。

「
詳
細
」
な
る
形
容
詞
の
つ
け
ら
れ
た
ゆ
え
ん
も
、

い
か
に
も
と
う
な
ず
か
れ
る
内
容
で
あ
り
、
出
典

が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
後
学
が
研
究
の
緒
を
つ

か
む
の
に
す
こ
ぶ
る
有
益
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、

「
花
押
・
印
章
集
」
・
「
松
平
徳
川
族
党
系
譜
」
、

人
名
・
地
名
・
社
寺
名
・
件
名
索
引
と
、
写
真
・

図
版
八
七
葉
が
収
録
さ
れ
、
巻
末
に
英
文
の
「
徳

川
家
康
概
観
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
お
な
じ
も
の
が
一
般
向
け
に
『
家
康
伝
』
と
し

て
講
談
社
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。
本
年
八
十
歳
を
迎

え
ら
れ
た
与
野
は
、
病
魑
を
お
し
て
引
続
き
『
家

康
の
族
葉
』
、
糊
、
象
康
の
臣
僚
』
の
著
述
に
従
っ
て

お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
前
潜
は
、
最
近
遡

行
の
運
び
に
い
た
っ
た
。
著
者
の
健
康
の
回
復
と

著
書
の
完
成
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
、
と
も
に
祈

り
た
い
。

　
　
（
昭
和
縢
十
年
五
月
　
東
照
宮
社
務
析
発
行
『
象
康

　
俵
』
は
講
談
社
刊
　
盃
八
○
○
円
）
（
朝
羅
賢
主
）
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鵡
土
地
・
租
税
籍
文
庫
黒

　
第
一
部

　
も
と
広
島
税
務
監
督
局
の
倉
庫
に
眠
っ
て
い
た

土
地
租
税
関
係
の
雁
大
な
資
料
が
、
戦
後
、
広
島

國
門
税
局
か
・
ら
広
島
大
学
へ
漸
腎
…
贈
さ
れ
た
と
い
・
り
こ

と
は
、
近
世
史
研
究
者
の
闘
で
は
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
後
藤
陽
一
氏
の
検
地
帳
研
究
な
ど
に
利
用

さ
れ
て
、
そ
の
片
鱗
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
ど
、
臼
録
が
完
成
し
、
漸

く
篤
三
巻
の
眼
に
そ
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
内
容
は
、
中
國
五
県
下
に
わ
た
り
、
慶
長
二
年

以
降
明
治
中
期
に
お
よ
ぶ
土
地
・
租
税
制
度
に
関

係
す
る
も
の
で
、
藩
政
時
代
の
郷
帳
・
村
明
細
帳
・

免
帳
・
小
物
成
帳
以
下
、
明
治
維
新
の
地
租
改
正

閥
係
文
書
・
地
券
税
帳
・
村
別
切
絵
図
な
ど
を
含

ん
で
お
り
、
爲
録
は
、
こ
れ
ら
を
地
域
溺
に
県
・

国
・
郡
・
市
町
村
に
分
類
し
て
い
る
。

　
私
は
、
こ
の
現
物
を
見
た
こ
と
は
な
い
が
、
掻

録
を
一
見
し
た
か
ぎ
り
で
は
、
地
轍
改
正
関
係
の

書
類
は
広
島
・
島
根
両
県
に
多
く
、
検
地
帳
は
出

雲
国
と
備
後
国
の
そ
れ
が
各
千
数
百
点
あ
っ
て
他

を
圧
し
て
い
る
。
と
く
に
備
後
の
元
禄
十
三
年
の

も
の
は
、
福
山
領
の
全
域
に
わ
た
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
地
租
改
．
正
関
係
で
は
、
本
庁
命
今
録
や
、

本
庁
と
の
往
復
文
書
綴
・
調
査
報
告
潜
類
が
豊
富
［

な
資
料
を
提
齢
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
以

外
に
も
米
価
・
反
当
収
量
の
調
査
の
ほ
か
、
幕
末

維
新
期
の
石
代
数
調
冨
鞭
・
朔
治
初
年
の
物
価
表
な

ど
が
あ
っ
て
、
広
く
興
味
を
ひ
く
。
石
見
圏
存
在

祉
寺
堂
敬
調
帳
な
ど
の
史
料
は
、
経
済
史
研
究
者

以
外
に
も
利
用
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。
　
兀
禄
十
年
半
繊
雲
圃
一
円
本
田
薪
田
一
紙

御
帳
も
、
内
閣
文
曄
の
元
禄
郷
帳
に
鐵
雲
の
そ
れ

が
な
い
の
で
、
ち
ょ
っ
と
見
て
み
た
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
未
刊
の
山
口
県
華
押
沿
革
史
・

出
雲
国
殿
税
沿
…
革
史
な
ど
の
編
修
も
の
も
あ
る
。

　
よ
く
も
こ
れ
だ
け
多
数
の
貴
重
な
賓
料
が
無
慕

に
残
っ
た
も
の
だ
と
思
う
が
、
後
藤
氏
の
「
あ
と

が
き
」
を
読
む
と
、
決
し
て
無
事
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
雰
常
な
労
苦
を
お
か
し

て
資
料
を
疎
開
さ
せ
、
原
爆
の
惨
禍
を
免
れ
さ
せ

た
人
。
連
絡
の
行
き
ち
が
い
か
ら
一
旦
は
反
古
と

し
て
払
い
下
げ
ら
れ
て
し
蒙
っ
た
資
料
を
、
事
務

処
理
上
の
嗣
難
を
こ
え
て
回
収
に
協
力
し
た
人
。

資
料
の
学
問
的
価
値
を
説
い
て
そ
れ
ら
の
人
び
と

に
働
き
か
け
た
人
。
こ
れ
ら
国
税
局
と
大
学
の
多

く
の
人
た
ち
の
理
解
と
熱
意
が
な
く
て
は
、
今
日

こ
の
資
料
は
陽
の
臼
を
見
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
現

在
の
田
本
に
お
い
て
、
資
料
の
保
存
が
い
か
に
町

人
の
偶
然
的
な
善
意
と
努
力
に
依
存
し
て
い
る
か

を
、
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。

　
第
二
部
は
、
内
容
に
よ
る
分
類
霞
録
と
し
て
刊

行
さ
れ
る
予
定
と
い
う
。

　
　
（
B
5
判
一
四
〇
頁
　
昭
和
四
十
年
三
月
刊
　
非
売

　
晶
　
広
島
大
学
附
属
麟
欝
館
発
行
）
　
（
朝
尾
直
弘
）
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